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日本での標準化アクティビティと今後の展望

日本のメンバーが参加している標準化プロジェクトとして２つを紹介し
ます。
ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト
HEX-file management 標準化プロジェクト

２つのプロジェクトにおいて、どの様にしてASAMの標準化アクティビ
ティに日本のメンバーが関わることが出来たのかの経緯を説明します。

今後の展望についても述べていきます。

標準化プロジェクト「Hex-file management」のリーダーである本田技術
研究所の鮫澤様からも説明頂きます。

既存のプロジェクトに参加、または日本のメンバーが標準化プロジェク
トを起案するケーススタディです。

ASAMの標準化プロセスはWebサイトにも記載があり説明も行っていま
すが、事例ベースでの説明となります。
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説明内容



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

技術要素としてのバックグラウンド：

Workgroup「ASAM MCD-2 MC ツール間の相互運用性の分析」にて
V1.7.0標準の記述に対する改善提案、および仕様その物の改善提案が
Change Requestとして提示しました。
→ 日本でのユースケースとしてV1.7.0標準の範囲では満たされない
ケースが存在する事が判明しました。

ASAMグローバル標準化プロセスとしてのバックグラウンド：

現在の標準化プロセスから、グローバルな標準化プロセスへの変更が
進められています。当時標準化プロジェクトハンドブックがV2.0に
成るところでした。

∙ Proposal Workshopの遠隔地からの参加

∙ Public Reviewのインターナショナルメンバーによるレビュー
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バックグラウンド



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

P1の遠隔地参加。C1のインターナショナルメンバーレビューが可能です。
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ASAM標準の開発プロセス



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

２０１６年５月に、ASAMとOEMでグローバル標準化プロセスの
ミーティングが持たれました。
場所：ひととくるまのテクノロジー２０１６ブース

ASAM側からは、日本のような遠隔地からの標準化プロジェクトの
参加として幾つかの可能性を提示しました。

1. TV会議による参加

2. リエゾン輩出による代表参加

3. プロジェクトマネージャの対応

4. プロジェクトの部分参加
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グローバル標準化プロセスの経緯



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

２０１６年７月のOEMミーティングにて、グローバル標準化プロジェク
ト全体、およびこの実地としてASAM MCD-2 MCで日本から提出された
改善提案を実現するための打ち合わせが行われました。

グローバル標準化プロセスを変えるためにASAM MCD-2 MCをパイロッ
トプロジェクトとして実施することが決まりました。

ASAM MCD-2 MCパイロットプロジェクト：

∙ 標準の記述を変えることが明確かつ微細な改定であり、ＴＶ会議お
よびリエゾンに依る部分参加で行う。

∙ パイロットプロジェクトの後、得られた結果から今後のグローバル
標準化プロセスの変更に向けて検討を行う。

２０１６年９月に最終的にASAMのDr. Estenfeldとのミーティングを行い
パイロットプロジェクトで進めることで決定しました。
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グローバル標準化プロセスの経緯



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

２０１６年１０月にToyotaよりProposalが提出されました。

２０１６年１１月にPublicationとしてCall for ParticipationがASAMから
メール配信されました。

参加企業：
Toyota Motor Corp., Honda Motor Co., Ltd.Nissan Motor Co. Ltd.
dSPACE GmbH, ETAS GmbH,
M&K Mess- und Kommunikationstechnik GmbH,
Vector Informatik GmbH, Visu-IT! GmbH
２０１６年１２月にTSCとのWebExによるミーティングを行い
プロジェクトが承認されました。
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プロジェクト開始までの経緯



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

欧州側で１拠点、日本側で１拠点として２拠点を繋ぐ形で定期的なTV会
議で開催しています。

∙ ２か月に１回を目処にしています。

∙ それぞれの企業同士を繋ぐことも出来ますが、コミュニケーション
の点から２拠点に絞っています。

TV会議による映像、およびWebExによるPC画面共有を使用しています。

１回のTV会議は４から５時間程度になります。
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プロジェクトの実施



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

TV会議とWebExは必須レベルのコミュニケーション手段でした。最低限
これらを使う必要があります。

時差の関係上、ミーティングができる時間が限られています。
１５：００－１９：３０（日本時間）
０８：００－１２：３０（欧州中央時間）

技術的な内容で日本側で理解が必要な場合、中断時間が長くなりますの
で、その対策が必要です。
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今まで得られた知見



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

ASAM MCD-2 MC標準を日本からでも、今後改善していくことが
出来ます。

∙ 標準の記述を改善するためのワークショップを実現したのち、
標準化プロジェクトのProposal提出などが考えられます。

Autosar APに対応する為にASAM MCD-2 MCを変更するプロジェクトが
開始する際に参加が見込まれます。

ASAM MCD-2 MC標準化メンバーのネットワークによる継続的な活動が
可能になります。

V1.7.1リリース時にUpdateトレーニングが開催できます。

10

今後の展望：ASAM MCD-2 MCとして



ASAM MCD-2 MC V1.7.1 標準化プロジェクト

このパイロットプロジェクトを元にフォローアップのミーティングが予
定されています。

∙ 今回の経験を元にTV会議参加の形態で出来る標準化活動のレベルが
分かってきます。

遠隔地からのプロジェクト参加者の標準化の目的によって、
どの様な運営形態が良いのかを今後も検討していきます。

1. 明確化されている微細な標準の変更
例：仕様書の記述の曖昧さを正したい。

2. 明確化されている一部標準領域の変更
例：XCPの測定機能に付け加えたい機能がある。

3. 一部機能変更の交渉
例：現状の標準ではカバー出来ないユースケースを持っている。

4. 全面的な内容の確認と必要に応じた交渉
例：標準すべてにおいて変更される内容を確認し、必要に応じて意見を出す。
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今後の展望：グローバル標準化プロセスとして



Hex-file management標準化プロジェクト

課題提示：

昨年のミーティングにて、本田技術研究所よりHEXファイルの管理にお
ける課題を提示頂き、標準化の必要性を説明頂きました。

車1台分のECUの数、およびそのHEXファイルの相互依存性の高まりと、
HEXファイルの特性、それ自身では何者かは判らないということから
管理の必要性を挙げられていました。

ASAM標準化プロセス：

標準化プロジェクトとして、コンセプトプロジェクトが新たに設けられ
ました。

ASAM ODSで実現性の確認のためのコンセプトプロジェクトが既に開始
していました。
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バックグラウンド



Hex-file management標準化プロジェクト

コンセプトプロジェクトは、実際の標準化の前段階で行えるASAMのプロ
ジェクトです。

∙ 将来の標準化のための要素を準備するプロジェクト

∙ 将来の標準化のための実行可能性や有効性を調査するプロジェクト

実施結果をコンセプトペーパーとしてまとめることが最低限求められて
います。

コンセプトペーパーの内容は、標準化の開発プロジェクトに引き継がれ
ます。

７５％までのASAMファンドを使用することが出来ます。
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Concept Projectについて



Hex-file management標準化プロジェクト

ASAMの標準化プロジェクトはP1: Proposal Workshopによってプロジェ
クトのProposalを記入することから始まります。

その前段階は、Member discussionsなどでProposal Workshopの開催を決
定すると記載されています。

ASAMでは２０１６年からこのような場合、ユースケースワークショップ
を開催しています。
ゴール： エンドユーザーの視点からのユースケースの開発と

ドキュメント化
参加対象：OEMおよびTier-1
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Proposalの前段階について



Hex-file management標準化プロジェクト

２０１６年５月から７月まで毎月実施。合計で３回。

OEM５社の参加によるユースケースの理解と統合を行いました。
Hino
HONDA
Nissan
Subaru
Toyota
以下の点をクリアにしました。

∙ Hex-file managementとはどの様な仕組みであるのか？

∙ その仕組みを実現する理論的モデルはどのようなものか？

15

ユースケースワークショップの実施



Hex-file management標準化プロジェクト

２０１６年９月から１２月まで毎月実施しました。合計で４回。

ツールベンダー６社を加えて実施しています。

ゴールはプロポーザルを明確にすることです。

∙ プロジェクト全体のゴールとユースケース概要

∙ 何を技術的に実現するのか

∙ 作業項目ごとの工数（人月）

∙ 参加企業毎の工数

∙ 実現項目(work package)毎の工数

∙ スケジュール
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プロポーザルワークショップの実施



Hex-file management標準化プロジェクト

２０１７年１月にプロポーザルを提出しました。

２０１７年２月にTSCミーティングにて審査を受けました。

ユースケース図の提示までをPhase１としてASAM標準化プロジェクト
として承認されました。

プロジェクトおよびプロポーザルはASAMのWebサイトにて公開されて
います。
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プロポーザルの提出と結果



Hex-file management標準化プロジェクト

Hex-file managementチームリーダー：本田技術研究所 鮫澤様

２０１７年３月より毎月１日のミーティングを実施しています。

ユースケースダイアグラム図およびそこで使われる用語の説明を
完成しTSCに提出するまでがPhase1になります。

Phase2としては、４つの標準項目のコンセプトを完成させることに
なります。
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プロジェクトの開始



Hex-file management標準化プロジェクト

日本メンバー全員がProposalの経験が無いため、その記入に多くの
ミーティングが必要です。

欧州でのProposal Workshop回数は１回＋WebExで終わるとのことです
が、今回は４回行いました。

今回はTSCに事前のProposal提出後、WebExによる審査のミーティング
を行いましたが、今までにないシステムの説明であり、質疑応答が
多くなりました。
→ 次回以降の検討が必要です。

標準化という場を通じて、OEMの方々とツールベンダーの方々が話せる
という経験ができることが良かったという意見を頂いています。
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今まで得られた知見



Hex-file management標準化プロジェクト

Concept Projectから、New standard development projectへ
標準化プロジェクトへ引き継がれていきます。

この標準に沿ったProductのリリース

∙ 車一台分のHexファイルを管理出来、各Hexファイルが
何物かが分かり、探すことが出来るシステム。

∙ Hexファイル単体の迷子を防止するシステム。

Hex-file management productのインターフェイスを使ったProductの
リリース
例：Hex-file管理システムと測定適合システムの連携
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今後の展望：Hex-file management standard とproduct



Hex-file management標準化プロジェクト

Concept Projectによって、標準化のステップを刻むことが出来るように
なっています。
→ Standard Development Projectで選択する技術要素のフィジビリティ
スタディをConcept Projectで行う。
→ Standard Development Projectの前段階で何を標準化するのかの要素
をConcept Projectで検討する。

日本でもエンドユーザーの課題が出てくることで、
ユースケースワークショップを開くことから始めることが出来ます。

最終的なProductにすることで、エンドユーザーおよびツールベンダーで
互恵性のある活動にすることが出来ます。
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今後の展望：日本メンバーによる標準化プロジェクト起案
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